
ツ
キ

に
行
〈
道
約
一

O
O米
前
の
聞
を
且
桜
山
町
と
い
ひ
、

一

ツ
キ
ギ
リ
モ
ノ
月
切
物

加
到
滞
で
は
諸
士
の

そ
の
約
き
矧
谷
と
の
領
境
松
原
の
あ
る
所
を
影
休
刻

一
身
分
一
切
に
閲
す
る
事
務
を
つ
且
侭
に
取
締
め
て

と
い
う
た
o
M
K
氏
抵
版
刷
内
糸
訓
に
、
永
時
二
年
三

一
川
出
現
す
る
例
で
、そ
の
強
烈
を
且
切
物
と
名
づ
け
た
。

月
布
地
域
陥
古
川
の
日
、
期
内
大
炊

・
左
旧
河
川
刷
用
拶
野

一

ツ
キ
ザ
キ
月
崎

臥
奈
川
和
に
堕
，
る
o
長
家
家

で
防
戦
し
、
大
炊
は
民
俗
‘
左
府
助
は
松
波
L
た
と

一
綿
に
天
正
六
年
入
且
長
辿
誌
が
え
水
城
を
来
取
っ
た

い
ふ
の
は
こ
L

で
あ
る
。

一
際
、
上
杉
氏
の
諸
将
と
且
附
・中
日
・弧
続
出
相
等
に
職

ツ
キ
ガ
シ
ラ
ウ
リ
月
頭
一
賃
金
抑
筋
迩
縞
に
入

一
う
た
と
あ
る
。
こ
の
且
附
は
、
天
文
一苅
年
七
且
の
詩

右
衛
門
と
い
ふ
告
が
あ
っ
た
が
、
非
開
地
の
従
で
、

一
目
前
六
郷
市
北
側
数
注
文
に
ひ
ら
且
附
と
記
さ
れ
て
ゐ

毎
年
併
を
配
制
し
て
鎚
を
負
け
る
こ
と
を
設
と
L
一
る
か
ら
、
今
の
出
炭
の
取
で
あ
る
。

た
。
且
…州
政
と
い
は
れ
た
も
の
是
で
あ
る
。
制
見
瓶

一

ツ
キ
ザ
キ

器

崎

珠
洲
抑
制
柑
伺
の
雨
に
在
る
脚
。

お
に
は
、
八
右
衛
門
の
底
抗
を
椴
鮒
僚
と
い
ひ
、
佐

一
点
日
中
二
年
の
お
上
に
、『
腕
凶
村
加
志
波
民
地
古
神
社

久
間
同
町
政
時
代
の
併
庁
大
夫
の
摘
で
あ
る
と
し
て
ゐ

一
位
古
指
凶
へ
降
臨
の
時
、
海
上
よ
り
初
め
て
御
見
付

ろ
。
一
ニ
州
帝
談
に
も
、
同
日
政
の
金
抑
制
幼
を
攻
め
た

一
被
成
飯
島
を
見
付
の
品
と
巾
、
県
よ
り
陛
へ
御
務
彼

時
、
城
一比(能
〈
防
戦
し
た
が
、
石
川
榔
梢
領
の

ω民
一
鑑
候
曜
を
付
耐
と
巾
依
O
』
と
見
え
る
o
こ
の
地
は
も

が
山
崎
政
の
躍
に
邸
L
、
術
策
を
以
て
小
立
旧
日
方
而
か

一
と
鳥
越
の
小
手
で
あ
っ
た
が
、
今
刑
制
伺
に
編
入
せ
ら

ら
之
を
陥
世
間
せ
し
め
た
。
政
政
乃
ち
そ
の
功
を
筑
L
、
一
れ
て
ゐ
る
。

城
下
に
物
を
跨
ぐ
こ
と
を
許
し
た
が
、
山
川
氏
の
時

一

ツ
キ
ジ
テ
イ

築

地

部

明
治
一苅
年
十
一
且
十
五

に
及
ん
で
耳
加
を
蹴
る

vuに
な
っ
た
と
記
し
て
ゐ

一
日
加
れ
滞
は
、
東
京
に
於
け
る
白
川
安
中
納
言
の
蹴

る
。
併
し
一
ニ
州
奇
設
の
説
は
、
若
者
川
護
水
の
架
空

一
凶
川
筋
箱
附
産
政
一
瓜
出
千
坪
を
得
ん
こ
と
を
朝
廷

の
説
か
も
知
れ
な
い
。
泊
賂
記
に
、

R
mと
い
」
町

一
に
制
う
た
が
許
さ
れ
ず
、
十
二
且
H
四
日
間
副
総
裁
決

隠
は
、
石
川
出
抽
出
走
に間同
た
後
一
隙
比
ハ
術
が
作
。
初
日
的

一
縦
一
止
り
木
税
一
川
築
地
の
邸
を
家
作
と
共
に
奥
へ
ら
れ

た
と
併
へ
る
。
正

H
・
二
且
と
書
い
た
上
に
、大
小
又

一
た
。
こ
れ
よ
り
築
地
の
郎
を
上
屋
政
と
呼
ん
だ
が
、

は
忌
日
な
ど
を
記
し
た
か
ら
起
っ
た
名
で
あ
る
が
、

一
イ
二
且
矧
焼
し
た
の
で
、
三
年
流
用
之
を
返
上
し
、

後
に
且
の
下
に
出
く
や
う
に
な
っ
て
も
、
間
じ
〈
且

一
代
。
に
相
生
締
邸
を
党
け
た
。

頑
と

い
う
た
の
で
あ
る
と
記
す
る
。

一

ツ

キ

ヅ

月
津

江

沼

仰
向
聞
に
印
刷
す
る
部
古
川
。

ツ
キ
ガ
ハ
ラ
ヤ
マ
月
φ

原
山

石
川
淵
伐
材
刊
の

一
越
管
到
三
州
芯
放
雛
考
に
は
、
且
却
は
御
棒
又
は
一
古

都
訴
か
ら
京
市
方
に
陥
る
山
。
お
さ
一
一
七

O
米
。

一
律
に
も
作
。
、
古
犯
に
加
州
桃
花
鳥
知
と
見
え
る
の

地
質
石
英
和
同
総
。

一
も
恐
ら
く
は
是
で
あ
ら
う
と
記
す
る
。
こ
の
且
禄
は

ツ
ギ
ガ
ミ
シ
モ
僧
上
下

宿
衣
と
沼
通
の
抑
制
袴

一
大
宅
寺
滞
の
宿
泌
と
し
て
、
僻
馬
を
置
か
れ
て
ゐ
た
。

と
を
お
則
す
る
を
綴
上
一?
と
い
ひ
、
こ
の
製
合
の
お

一

ツ
キ
ヅ
グ
チ
月
津
口

江
泊
榔
且
油
の
入
口
を

付
は
然
防
紫
紋
制
、又
は
色
絞
刊
の
小
仙
で
あ
っ
た
よ

い
」
。
羽
倉
始
末
記
に
、『
江
泊
却
は
無
郁
な
り
け
る

港
上
下
は
町
役
以
上
の
袋
東
で
、
積
城
の
際
に
も
周

一
所
に
、
本
提
寺
・超
勝
寺
以
下
能
美
・
石
川
の
小
一
授

ひ

た

が

穂

阪

に

は

な

ら

な

か

っ

た

。

七

千

依

騎

を

引

率

し

て

、
永
正
三
年
八
且
十
七
日
山

ツ
キ
ノ
ワ
ノ
ワ
h
F
リ

月

ノ
輸
の
渡

白

山

の
賂

添
資
山
口
な
る
北
詑
ヶ
熔
掛
か
ら
、
遊
A
Z
に
降
っ
て

大
汝
岳
の
山
裾
を
泌
ず
る
。
之
を
且
蛤
の
波
と
い
う

て
、
そ
れ
か
ら
山
腹
を
殺
り
椛
〈
せ
ば
大
汝
尽
の
頂

上
に
抽
却
す
る
。

ツ
キ
ハ
シ
月
鱈

石
川
郡
林
郷
に
邸
す
る
部
孫
。

初
め
は
槻
椛
と
包
い
た
。
こ
の
村
の
逝
脇
な
る
回
の

中
に
、
長
さ
四
米
盟
、
幅
二
米
七
、
前
さ
三
米
許
の

大
石
が
あ
り
、
ま
ね
き
石
と
名
づ
け
る
。

ツ
キ
ハ
シ
ジ
槻
梧
寺

白
山
記
に

『
白
山
本
宮

云
々
、
中
ノ
鳥
居
、
槻
橋
寺
中
ト
与
公
方
鎚
ェ
立
』
と

あ
る
。
石
川
郡
且
鍛
村
に
、
白
山
寺
の
末
院
槻
般
寺

が
あ
っ
た
り
で
あ
ら
う
。

ツ
キ
ハ
シ
シ
ゲ
ヨ
シ
槻
穏
霊
能

宮
地
諭
長
芋

ツ
キ
ノ
ワ
月
白
鶴
滞
政
時
代
に
、
金
抑
新
堂

形
附
近
あ
る
多
賀
氏
の
郎
前
は
腕
い
空
地
で
、
草
原

の
巾
に
蜘
手
の
沼
山
附
が
あ
る
詐
り
で
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
に
引
戸
の
川
附
位
の
凶
形
の
地
が
あ
っ
て
、
一阜

の
聞
も
乾
く
こ
と
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
月
の
輪
と

い
、
ヲ
た
。

mの
坊
主

・
黒
翻
m
山
道
等
を
退
治
の
お
お
せ
来
る
同

問
え
け
れ
ば
、
江
沼
部
の
箪
丘
ハ
共
用
津
口
に
馳
せ
向

ひ
一
苫
々
』
と
ゆ
め
る
。

ツ
キ
ヅ
シ
ン
月
津

新

江

沼
部
潟
回
に
臨
す
る

且
津
の

一
部
で
あ
る
が
、
大
型
寺
滞
で
は
一
村
立
と

し
て
取
扱
っ
て
毘
た
。
現
時
亦
猫
主
部
訴
と
す
る
。

ツ
キ
ノ
キ
ジ
ヨ
ウ
槻
木
城

臨
島
都
に
在
っ
た
。

越
殺
到
三
州
芯
故
郷
考
に
、
弘
治
三
年
地
到
来
隆
等

繭
水
に
帥
L
、
腕
ヶ
討
・石
励
山・

槻
木
三
郎
院
を
築
い

て
七
地
に
抗
し
た
時
、
槻
木
に
は
池
労
山
城
を
白
い

た
が
、
長
約
辿
誌
を
以
て
山
械
を
銃
死
せ
し
め
、
三

保
F
A
曜
に
陥
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
依
芭
は
明
ら
か
で
な

‘。し

ツ
キ
ハ
シ
ブ
ゼ
ン
ノ
カ
ミ
槻
橋
竪
前
守

白
山

宮
班
川
肺
訴
中
記
録
文
明
六
年
七
且
廿
六
日
の
僚
に
、

山
門
刷
機
次
郎
政
腕
と
宰
千
代
と
の
容
を
犯
し
て
、『
次
郎

殿
御
方
は
山
川
三
州

・
本
折
(
入
脱
〉
治
組
副
殴
以
下

附
人
槻
鵠
川
弘
前
守
、
山
内
よ
り
十
月
イ
六
日
夜
お
山

木
院
へ
出
張
。
』
と
あ
b
、
官
地
論
の
H
K
h
弘
子
二
年
六
月

九
日
石
川
端
高
地
古
川城
の
際
切
腹
し
た
も
の
L

中
に

も
、
槻
橋
以
前

q
が
あ
る
。

ツ
キ
ハ
ナ
デ
ン
月
花

偲

一

加
。
俳
人
間
距
若
。

併
前
句
作
の
法
、
風
蹴
比
肌
(
利
政
の
六
鳴
を
初
品
、

竪
組
杭
巡
の
法
、
切
手
、
脇
の
附
け
や
う
、
用
花
の

古
賀
な
ど
を
祥
か
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

ツ
キ
パ
ヤ
シ
ジ
ヨ
ウ
月
林
被

越
常
到
三
州
芯

放
域
考
顕
書
の
松
任
城
主
徳
山
五
兵
衛
か
ら
杭
山
際

左
衛
門
と
い
ふ
士
に
奥

へ
た
感
朕
に
、
『
去
朔
日
月
林

城
被
お
賞
候
時
治
出
合
鎚
、
印
敵
ね
取
之
、
無
比
開削

御
僻
候
。
勝
家
被
御
授
、
何
度
忠
印
榊
妙
之
同
被時山

御
感
候
。
就
共
同
品
加
明
百
石
令
扶
助
。
』
と
あ
る
。
是

は
天
正
八
年
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
そ
の
他
日
時
の
祖

二年一
一向
島
街
械
の
艇
に
、
槻
鍛
近
江
守
震
姥
は
富
樫

政
親
蛮
代
の
侍
で
あ
っ
た
が
、
木
越
光
徳
寺
の
防
総

で
あ
っ
た
か
ら
、
日
出
一
俊
方
に
M
M
か
れ
た
け
れ
ど
も

従
は
ず
、
務
城
の
際
迭
に
切
腹
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

る
。
文
家
訓
に
は
、
槻
梼
近
江
守
は
木
越
が
女
房
の

弟
で
、
入
"肢
の
時
か
ら
政
税
の
近
習
に
仕
は
れ
、
涜

屋
村
を
給
は
っ
た
と
あ
る
。

ツ
キ
ハ
シ
ジ
ヨ
ウ
月
鱈
城
一
に
槻
栂
に
作
る
。

石
川
郡
用
備
村
御
磁
山
に
在
っ
て
、
前
は
州
問
来
往
来

に
阿

L
、
後
は
抑
制
♂
械
に
通
ず
る
。
文
明
巾
槻
師
以

後
守
が
こ
h

に
町
た
の
で
あ
ら
う
。
刷
出
入
は
之
を
槻

裕
木
工
兵
術
館
跡
と
い
う
て
ゐ
る
。

ツ
キ
ハ
シ
ヒ
ョ
ウ
ゴ
ノ
ジ
ヨ
ウ
機
器
抽
兵
庫
允

」
ツ
チ
ム
ロ
土
室。

五
四
八


